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第 16 回ビオトープ顕彰 ビオトープ大賞の受賞 

別紙資料  無                 

◆アピールポイント 

「一般社団法人グリーンパークあさはた」が主体となって行っている取組

が、多様な生きものの生息環境を保全しているとして評価され、第 16 回ビ

オトープ顕彰 ビオトープ大賞を受賞しました。 

◆一般社団法人 

グリーンパーク 

あさはたについて 

・「あさはた緑地交流広場」の管理運営を行う指定管理者で、「緑」や「環境」

に関連する事業に特化した３者で構成される民間団体です。 

・公園の維持管理業務や、自然環境を活用したイベント、情報発信を行って

います。 

◆あさはた緑地 

交流広場について 

・巴川流域の豪雨災害リスクを軽減するため整備された麻機遊水地第１工区

内に「自然と触れ合う体験型の都市緑地」として整備されました。 

・静岡市で初めて、指定管理者制度が導入された都市公園です。園内には「セ

ンターハウス」や「体験農園」、「炊事棟」、「小川・木道」、「原っぱ」、「遊具

施設」などがあります。 

・自然環境が多く残されており、希少な動植物が生息しています。 

◆内容など 

【第 16 回ビオトープ顕彰について】 

・「特定非営利活動法人日本ビオトープ協会」が実施しており、模範とすべき

ビオトープを全国から募集・顕彰し、広く情報発信することで、多様な生物

の生息環境が人々の生活に重要であることを周知する顕彰制度です。 

※受賞者等の内訳は、https://www.biotope.gr.jp/kenshou/  

（特定非営利活動法人 日本ビオトープ協会のホームページ）をご覧くださ

い。 

【評価された取り組み】 

・「一般社団法人グリーンパークあさはた」は、地域住民、学校、ボランティ

アと協同し、専門家の指導のもと、公園内における在来植物の生育に適した

環境を創出しています。 

・公園内の除草業務においては、利用者の利便性に配慮しつつ、意図的な「刈

残し」エリアを設け、季節毎に「刈残し」エリアをローテーションすること

により、多様な植生を創出しています。 

・また、刈草を「バイオネスト」という形で堆積させておくことで、多様な

生物の生息環境をつくっています。 

・これらの取組により、「ミズアオイ」や「オニバス」、「タコノアシ」、「カヤ

ネズミ」など、希少な動植物の生息環境を維持している点が評価されました。 

【問合せ】緑地政策課 大規模公園係（静岡庁舎７階） 

     担当 中島、杉山 
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